
郵
乾
墓
誌
銘
に
つ
い
て
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山

本

光

朗

は
　
じ
　
め
　
に

　
齢
乾
墓
誌
銘
は
、
民
国
二
〇
（
一
九
三
一
）
年
に
洛
陽
の
北
郎
山
東
部
で

発
見
さ
れ
た
墓
誌
銘
で
、
灘
乾
な
る
人
物
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
北
魏
時
代

の
六
世
紀
前
半
に
そ
の
地
に
葬
ら
れ
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
墓
誌
銘
で
注
旨

さ
れ
る
特
徴
の
一
つ
は
、
そ
の
主
た
る
都
乾
が
古
代
内
陸
ア
ジ
ア
東
部
の
鄭

善
国
の
王
統
に
属
す
る
人
物
だ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
内
容
に
は
鄭
善
王
国
後

期
の
状
勢
と
、
中
国
北
下
王
朝
と
同
王
国
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

る
点
が
少
な
く
な
い
。
後
者
の
点
に
つ
い
て
い
ま
少
し
言
え
ば
、
主
と
し
て

北
区
と
漢
人
か
ら
な
る
と
言
わ
れ
る
北
魏
王
朝
に
於
い
て
、
そ
れ
以
外
の
こ

う
し
た
王
国
出
身
者
が
如
何
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
か
等
に
つ
い
て
一
つ
の
例

を
提
供
す
る
。
こ
の
墓
誌
銘
の
内
容
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
趙
万

里
等
諸
氏
に
よ
り
比
較
的
簡
略
に
且
つ
示
唆
的
に
善
…
ロ
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
全
体
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
検
討
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
鄭
乾
墓
誌
銘
全
般
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

ら
派
生
す
る
若
干
の
問
題
点
に
善
日
及
し
た
い
と
思
う
。

一
　
三
三
墓
誌
銘
の
由
来

そ
こ
か

　
本
墓
誌
銘
は
郭
玉
堂
丁
丁
・
鍔
広
慶
校
録
『
洛
陽
出
土
石
刻
斜
地
記
駈

（一

緕
l
一
年
）
に
拠
れ
ば
、
民
国
二
〇
（
一
九
三
一
）
年
旧
暦
六
月
一
一

日
に
洛
陽
城
東
北
の
盾
溝
村
近
在
の
関
帝
廟
の
後
か
ら
郷
民
一
一
人
が
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
①

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
氣
賀
澤
保
規
氏
に
よ
る
と
、
民
国
前
期
に
は
郎
山
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

域
で
盛
ん
に
墳
墓
の
盗
掘
が
行
な
わ
れ
た
ら
し
く
、
右
の
“
発
掘
”
も
ぞ
う

し
た
風
潮
の
一
つ
と
し
て
理
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
後
、
こ
の
墓

誌
銘
は
他
の
墓
誌
と
共
に
一
時
氏
が
書
及
さ
れ
て
い
る
干
右
任
に
帰
し
た
と

　
　
　
　
③

思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
、
西
安
市
の
薄
型
博
物
館
の
第
二
室
と
第
三
室
と
の

間
の
渡
り
廊
下
の
壁
面
に
埋
め
込
ま
れ
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
墓
誌
銘
の
大
き
さ
は
、
陳
理
乱
古
製
整
理
辮
公
室
主
編
・
愛
甲
省
博
物
館
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張
伯
齢
編
著
『
北
朝
墓
誌
英
華
』
（
一
九
八
八
年
）
が
「
高
六
二
厘
米
、
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
④

五
三
厘
米
」
と
す
る
が
、
碑
林
博
物
館
の
実
物
は
趙
万
里
『
漢
魏
南
北
朝
墓

誌
集
釈
撫
（
一
九
五
三
年
）
締
盟
が
記
す
、
縦
横
各
々
五
六
・
四
㎝
、
四

　
　
　
　
⑤

八
㎝
に
近
い
。
趙
万
里
氏
の
同
書
に
は
墓
誌
銘
全
文
の
拓
本
が
載
せ
ら
れ
て

い
る
。
都
乾
墓
誌
銘
の
総
行
数
は
一
九
行
で
、
各
行
は
最
多
で
二
二
字
が
刻

さ
れ
、
総
字
数
三
八
八
字
、
正
書
で
全
体
と
し
て
整
然
と
し
た
印
象
で
あ
る
。

ま
た
墓
誌
銘
全
文
を
活
字
に
し
標
点
を
付
し
た
も
の
が
、
趙
超
『
漢
魏
南
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

朝
墓
誌
彙
糠
雨
（
一
九
九
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
鄭
乾
墓
誌
銘
に
は
、
蓋
石
が
伴
出
し
た
ら
し
く
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

繹
』
に
は
、
一
部
を
破
損
し
た
と
思
わ
れ
る
拓
本
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
拠
れ
ば
歯
石
に
は
、
「
墓
誌
銘
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

　
都
乾
墓
誌
銘
の
全
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
魏
故
征
虜
將
軍
河
州
刺
史
臨
澤
定
侯
都
使
君
墓
銘

　
　
君
隷
軋
司
州
河
爾
洛
陽
洛
濱
里
人
也
侍
中
鎮
西
將
軍
郷
都

　
　
王
寵
之
孫
平
西
將
軍
士
平
涼
三
州
刺
史
鄭
郷
王
玉
澤
懐
侯

　
　
視
之
長
子
孝
以
去
真
日
六
年
蹄
國
自
存
已
上
世
潜
西
夏
君

　
　
駅
路
以
王
孫
之
望
起
家
爲
心
外
散
騎
侍
郎
入
麺
左
右
輔
國

　
　
亀
田
城
門
校
尉
出
照
照
虜
將
軍
器
園
内
史
春
秋
財
四
以
永

　
　
平
五
年
歳
夏
蚕
辰
正
月
四
日
麗
蒙
賂
征
虜
幕
軍
河
州
刺
史

　
　
識
日
定
其
年
四
月
改
爲
延
昌
元
年
八
月
廿
六
日
卜
螢
丘
兆

於
洛
北
芒
而
窪
焉
其
僻
田

有
蕨
斯
流
溶
獲
瀧
京
唯
天
縦
昌
皐
資
腰
聲
世
光
涼
右
襲
焦

纂
榮
豊
幹
黎
源
遡
彼
姫
臓
惟
租
惟
孝
暁
運
昭
機
入
蕃

皇
魏
趣
會
唯
時
錫
土
分
茅
好
爵
是
歴
灼
灼
章
服
悠
悠
車
旗

唯
君
紹
節
夙
稟
門
矩
室
友
廉
素
賓
無
濫
與
幼
承
秘
寵
早
参

禁
宇
暫
在
洒
服
然
政
已
畢
騰
素
欽
仁
端
風
雅
正
清
明
在
躬

昭
然
氷
鏡
文
英
武
果
超
光
朝
令
將
加
殊
命
顯
蕪
華
緑
高
列

崇
班
副
此
朝
属
遠
二
金
地
式
昭
魏
録
如
何
不
淑
擢
櫟
砕
玉

歳
章
其
径
震
即
遽
曜
泉
扉
一
奄
永
謝
朝
光
去
夷
莫
留
道
存

入
亡
列
銘
幽
石
長
述
風
芳

大
魏
延
昌
一
7
5
年
歳
次
壬
辰
八
月
己
未
朔
廿
六
日
甲
申
記

魏
の
故
の
征
虜
將
軍
・
河
州
刺
史
・
臨
澤
定
侯
都
使
君
の
墓
銘

　
潜
、
諜
は
軋
（
乾
）
、
司
州
河
南
洛
陽
洛
濱
里
の
入
な
り
。
侍
中
・

鎮
西
將
軍
・
鄭
鄭
王
の
寵
の
孫
に
し
て
、
平
西
將
軍
・
青
平
涼
三
州
刺

史
・
鄭
郵
王
・
臨
澤
懐
侯
の
覗
の
長
子
な
り
。
孝
は
ま
ん
ぬ
る
真
慰
六

年
を
も
っ
て
國
に
牒
せ
り
。
祀
よ
り
已
上
は
世
々
西
夏
に
潜
た
り
。
鴛
、

初
め
慌
す
る
に
王
孫
の
望
を
も
っ
て
起
家
し
負
外
散
騎
侍
郎
と
爲
る
。

入
り
て
は
領
左
右
・
輔
國
將
軍
・
城
門
校
尉
に
し
て
、
出
で
て
は
征
虜

將
軍
・
安
定
内
史
と
爲
る
。
春
秋
断
四
、
永
平
五
年
歳
次
壬
辰
正
月
四

日
を
も
っ
て
廃
ず
。
征
虜
將
軍
・
河
州
刺
史
を
蒙
贈
せ
ら
る
。
誰
し
て
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定
と
日
う
。
そ
の
年
四
月
、
改
め
て
延
昌
元
年
と
爲
り
、
八
月
廿
六
日

ト
し
て
丘
兆
を
洛
北
芒
に
螢
み
、
而
し
て
こ
こ
に
窪
む
る
。
そ
の
醇
に

曰
く
、

　
秩
あ
る
こ
の
流
れ
は
、
溶
く
散
し
瀾
算
し
。
唯
だ
天
縦
昌
ん
に
し
て
、

誰
に
そ
の
聲
を
凝
る
。
世
々
涼
右
に
光
き
、
焦
を
引
し
榮
を
纂
ぐ
。
豊

実
、
黎
源
、
麩
た
り
か
の
姫
癩
（
臓
）
。
こ
れ
租
、
こ
れ
孝
、
運
を
暁

り
機
を
昭
ら
か
に
す
。
入
り
て
皇
魏
に
蕃
た
る
も
、
趣
舎
は
唯
だ
時
の

ま
ま
な
り
き
。
土
を
錫
い
茅
を
分
た
れ
、
好
爵
こ
れ
を
廉
ぐ
。
灼
灼
た

り
章
服
、
悠
悠
た
り
車
旗
。

　
唯
だ
君
は
縮
節
、
夙
に
門
矩
を
稟
く
。
盟
友
、
爆
雷
に
し
て
、
賓
す

る
に
濫
り
に
與
す
る
こ
と
な
し
。
幼
く
し
て
秘
寵
を
承
け
、
早
く
禁
宇

に
回
せ
り
。
暫
く
西
服
に
硅
み
、
焦
政
已
に
羅
が
る
。
膿
素
、
欽
仁
に

し
て
、
端
風
、
指
輪
な
り
。
清
明
は
鵬
に
在
り
、
昭
然
た
り
四
鏡
。
文

英
、
武
果
は
、
超
と
し
て
朝
令
に
巧
く
。
將
に
殊
命
を
加
え
ら
れ
、
こ

の
華
隷
を
顧
わ
す
。
高
く
崇
班
に
列
な
り
、
こ
の
朝
の
属
に
副
う
。
遠

く
金
姥
に
二
び
、
も
っ
て
魏
の
録
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
。
如
何
ぞ
淑

か
ら
ざ
る
、
櫟
を
煙
き
玉
を
砕
く
。
歳
皐
に
そ
の
祖
き
、
髪
に
遽
醍
に

即
く
。
泉
扉
～
た
び
奄
わ
ば
、
永
に
朝
光
を
謝
す
。
去
り
て
留
ま
る
こ

と
莫
く
、
道
存
し
て
人
亡
ぶ
。
幽
石
に
列
銘
し
、
長
く
風
を
述
ぶ
。

　
大
心
延
昌
元
年
歳
次
壬
辰
八
月
己
未
朔
廿
六
日
甲
申
、
記
す
。

以
上
が
鄭
乾
墓
誌
銘
の
全
文
で
あ
る
。

①
　
郭
玉
堂
訪
記
・
王
広
慶
校
録
『
洛
陽
鋤
土
石
刻
蒔
地
記
』
洛
陽
商
務
印
書
館
・

　
洛
陽
中
華
書
局
、
…
九
四
「
年
、
「
九
頁
。

②
氣
賀
澤
保
規
「
郭
玉
堂
と
『
洛
陽
繊
土
石
刻
時
勲
記
』
一
民
国
期
に
お
け
る

　
北
朝
墓
誌
蒐
集
の
周
辺
－
」
『
中
国
に
お
け
る
歴
史
認
識
と
歴
史
意
識
の
展
開

　
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
（
安
田
二
郎
代
表
・
平
成
四
・
五
年
度
科
学
研
究
費
補

　
助
金
総
合
研
究
（
A
）
研
究
成
果
報
告
書
）
』
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
一
二
～
一
〇
四

　
頁
。
氣
賀
澤
氏
に
は
本
稿
作
戎
に
お
い
て
、
懇
切
な
る
御
教
示
を
賜
っ
た
。

③
　
同
右
、
　
～
〇
七
～
～
一
一
頁
。

④
挾
西
省
古
籍
整
理
辮
公
塞
主
編
・
陳
西
省
博
物
館
張
伯
齢
編
著
『
北
朝
墓
誌
英

　
華
』
、
王
秦
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
都
乾
墓
誌
銘
の
項
。

⑤
趙
万
里
凹
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
隔
、
科
学
鵡
版
社
、
～
九
五
三
年
、
巻
五
、

　
郵
乾
墓
誌
並
蓋
の
条
。
及
び
図
版
二
＝
一
之
一
一
。

⑥
趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
、
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
六
五

　
～
六
六
頁
。

⑦
趙
万
里
『
集
釈
』
三
五
、
図
版
二
　
二
。
蓋
石
拓
本
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
礪

　
波
護
先
生
よ
り
御
指
摘
を
頂
い
た
。

　
　
　
　
　
　
二
　
鄭
乾
墓
誌
銘
に
関
す
る
諮
見
解

　
乱
丁
墓
誌
銘
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
国
二
〇
（
一
九
三
一
）
年
に

洛
陽
東
北
の
盾
溝
村
付
近
で
郷
民
に
よ
り
掘
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
二
年
後
の
～
九
三
三
年
に
は
、
早
く
も
向
達
氏
の
「
唐
代
長
安
與
西
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

文
明
」
に
於
い
て
そ
の
名
が
醤
及
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
、
か
つ
て
桑
原
鵬
蔵
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氏
や
薦
承
鉤
素
等
が
研
究
さ
れ
た
唐
津
或
い
は
そ
れ
以
前
に
中
国
へ
流
寓
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
西
域
系
諸
民
族
に
つ
い
て
、
出
土
墓
誌
も
使
っ
て
薪
知
見
を
加
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
申
で
都
乾
墓
誌
銘
等
に
記
さ
れ
て
い
る
鄭
姓
の
人
物
を
、

六
朝
時
代
と
そ
れ
以
後
に
中
国
に
流
入
し
た
郷
善
人
と
さ
れ
た
。
氏
の
指
摘

は
、
墓
誌
の
名
と
被
葬
者
の
卒
年
を
紹
介
す
る
だ
け
の
き
わ
め
て
簡
単
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
本
墓
誌
銘
の
意
義
を
指
摘
し
た
最
初
の
も
の
と
言
え
る
。

　
そ
の
後
一
九
四
一
年
に
な
る
と
先
に
触
れ
た
『
洛
陽
出
土
石
刻
暖
地
記
臨

が
出
版
さ
れ
、
そ
の
中
で
鄭
乾
墓
誌
銘
の
「
発
掘
」
の
概
略
と
内
容
の
ご
く

一
部
が
始
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
校
癖
者
で
あ
る
王
表
慶
氏
の
墓
誌
の
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

み
に
は
～
部
誤
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
書
の
記
述
は
発
見
の
概
要
が
触
れ

ら
れ
て
い
て
貴
重
で
あ
る
。
た
だ
し
氣
賀
海
蛍
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
本
書

の
出
版
は
日
中
戦
争
の
最
中
で
ご
く
少
数
部
し
か
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
ら
し

④く
、
そ
の
後
す
ぐ
「
高
車
之
暴
徒
軽
車
師
角
々
国
人
之
分
散
」
（
～
九
四
二

年
）
等
を
発
表
さ
れ
た
薦
垂
聖
心
は
、
向
歯
氏
の
言
及
に
は
気
づ
か
れ
た
形

　
　
　
　
⑤

跡
は
あ
る
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
郵
乾
墓
誌
銘
の
全
貌
が
始
め
て
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
戦
後
出
版
さ
れ
た

趙
万
里
氏
の
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
に
於
い
て
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ

こ
で
は
他
の
墓
誌
銘
と
共
に
本
墓
誌
銘
及
び
誌
蓋
の
拓
本
が
載
せ
ら
れ
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
に
墓
誌
本
文
に
対
す
る
趙
氏
の
大
枠
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
先

の
王
事
慶
氏
も
注
目
さ
れ
た
墓
誌
銘
第
二
～
第
三
行
目
の
、

　
　
侍
中
・
鎮
西
鮮
色
・
鄭
都
窪
の
寵
の
孫
に
し
て
、
…
津
西
飯
碗
・
青
平
涼

　
　
三
州
刺
史
・
鄭
鄭
王
・
臨
澤
儂
侯
の
覗
の
長
子
な
り
。

と
い
う
記
述
と
、
同
仁
四
行
目
の

　
　
　
孝
は
去
ん
ぬ
る
師
君
六
年
を
も
っ
て
國
に
籍
せ
り
。
羅
よ
り
巴
上
は

　
　
世
々
西
夏
に
君
た
り
。

と
い
う
記
述
に
注
幽
し
、
都
濃
の
「
矛
（
考
）
」
で
あ
る
「
平
西
將
軍
・
青

平
涼
三
州
刺
史
・
鄭
都
王
・
臨
澤
筆
下
の
視
」
を
、
『
魏
書
』
巻
四
下
・
没

祖
紀
下
で
、
太
平
真
齎
六
（
四
四
五
）
年
八
月
出
面
に
万
度
帰
の
中
期
軍
に

降
伏
し
魏
都
平
城
に
連
行
さ
れ
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
郵
善
王
漁
期
に
比
定
さ

れ
た
。
ま
た
氏
は
都
乾
の
祖
父
「
侍
中
・
鎮
西
無
期
・
都
勲
記
の
寵
」
を
、

や
は
り
『
魏
々
』
等
に
記
載
さ
れ
た
、
真
達
の
父
王
の
可
能
性
が
あ
る
都
善

道
比
龍
に
当
て
て
お
ら
れ
る
。

　
こ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
い
て
比
較
的
詳
し
く
記
し
て
い
る
の
は
、
『
北
史
撫

巻
九
七
・
西
域
伝
・
都
善
国
条
の
左
の
記
事
で
あ
る
。

　
　
　
太
武
涼
州
を
平
ぐ
る
に
及
ん
で
、
沮
渠
牧
鍵
の
弟
の
無
筆
、
走
り
で

　
　
緻
燵
を
保
つ
。
無
事
後
に
流
沙
を
渡
る
こ
と
を
謀
り
、
そ
の
弟
の
安
周

　
　
を
遣
わ
し
追
善
を
撃
た
し
む
。
王
の
比
龍
、
恐
擢
し
降
ら
ん
と
欲
す
。

　
　
寄
々
魏
の
使
者
、
天
竺
・
濁
賓
よ
り
還
り
倶
に
雲
霞
に
会
し
、
比
龍
に

　
　
勧
め
こ
れ
を
拒
ま
し
む
。
遂
に
与
に
連
戦
す
。
安
周
剋
つ
能
わ
ず
し
て

　
　
退
き
て
東
城
を
保
つ
。
後
、
比
龍
叢
れ
衆
を
率
い
西
の
か
た
且
末
に
奔
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る
。
そ
の
世
子
乃
ち
安
周
に
応
ず
。
〔
そ
の
後
、
魏
、
使
を
遣
わ
し
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
．
域
に
駕
せ
し
む
る
に
、
道
そ
の
国
に
出
づ
。
〕
至
善
の
人
為
く
こ
れ
を

　
　
劉
劫
す
。
太
武
、
讃
評
常
侍
・
成
周
公
の
万
度
帰
に
蓋
し
て
、
伝
に
乗

　
　
り
涼
州
の
兵
を
発
し
こ
れ
を
討
た
し
む
。
（
中
略
）
そ
の
王
の
真
達
、

　
　
面
縛
し
て
鐵
降
す
。
無
罪
そ
の
縛
を
釈
き
、
軍
を
留
め
屯
嘉
せ
し
め
、

　
　
真
菰
と
京
都
に
詣
る
。
心
墨
大
い
に
悦
び
厚
く
こ
れ
を
待
つ
。

こ
の
記
事
を
見
る
と
大
約
、
郷
蔵
王
素
養
が
灘
北
魏
派
で
真
苧
は
器
わ
ば
親

沮
渠
氏
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
た
だ
必
ず
し
も
比
翼
と
真
達
と
の

父
子
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
こ
の
点
が
趙
万
里
説
の
問
題
点
で
あ
る
。

事
実
、
江
応
梁
熱
望
『
中
国
民
族
史
撫
上
（
一
九
九
〇
年
）
な
ど
は
、
真
達

を
沮
渠
無
誰
等
に
よ
り
都
萱
草
と
さ
れ
た
「
郵
善
貴
族
」
と
し
、
恰
も
比
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
は
無
関
係
な
人
物
の
如
く
見
倣
し
て
い
る
。
た
だ
、
短
期
で
は
あ
っ
た
が

沮
渠
勢
力
の
鄭
善
国
に
対
す
る
影
響
力
は
当
時
安
定
し
て
お
り
、
沮
渠
安
周

に
応
じ
た
益
獣
の
「
世
子
」
が
後
に
王
の
真
達
と
し
て
、
雷
わ
ば
再
登
場
し

た
と
し
て
も
そ
れ
程
無
理
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
の
と
こ
ろ
最
も
自

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

妙
な
解
釈
と
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
、
内
田
吟
風
氏
は
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
に
関
す
る
一
考
察
」

（一

纔
Z
一
年
）
に
於
い
て
、
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
臨
か
ら
本
墓
誌
銘

の
第
五
行
目
迄
を
引
用
さ
れ
、
大
約
趙
氏
の
解
釈
に
沿
っ
た
冤
解
を
出
さ
れ

て
い
る
。
氏
の
見
解
で
注
意
さ
れ
る
点
は
、
墓
誌
銘
に
記
さ
れ
た
都
乾
の
祖

父
王
と
父
王
の
名
「
寵
」
と
「
親
」
が
、
『
北
史
』
等
に
記
載
さ
れ
た
王
名

と
～
致
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
「
中
国
人
的
な
単
名
の
意
字
に
書
き
換
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
ま
た
最
近
で
は
余
太
山
氏
が
胎
動
漢
魏
晋
南
北
朝
與
西
域
関
係
史
研
究
撫

（一

繼
繻
ﾜ
年
）
で
、
趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
彙
編
』
よ
り
本
墓
誌
銘
の

第
九
行
目
撃
を
引
用
し
、
先
の
趙
万
里
氏
と
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
出
さ
れ
る

と
共
に
、
王
孫
の
郵
乾
が
鄭
善
王
と
は
為
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
魏
都
で
成
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
た
ら
し
い
こ
と
等
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
諸
氏
の
見
解
を
通
観
し
て
み
る
と
、
鄭
乾
墓
誌
銘
等
の
諸
史
料
に

現
れ
る
「
螂
」
姓
の
人
物
は
南
北
朝
時
代
以
後
に
中
国
に
入
っ
た
郷
善
国
人

と
見
ら
れ
、
就
中
都
乾
は
鄭
善
王
家
の
直
系
で
、
そ
の
祖
父
難
癖
は
『
北

史
扇
西
域
伝
搬
の
諸
善
下
訳
龍
に
、
父
都
親
は
同
じ
く
都
善
王
鞍
掛
に
比
定

す
る
の
が
妥
当
な
見
解
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
①
向
達
「
唐
代
長
安
省
議
域
文
明
」
一
九
嘉
二
年
、
『
唐
代
長
安
與
西
域
文
明
臨

　
　
（
明
文
書
局
、
　
九
八
一
年
中
所
収
、
～
二
頁
。

　
②
桑
原
陵
蔵
「
隣
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
洒
域
人
に
つ
い
て
扁
～
九
二
六
年
、

　
　
聞
楽
原
酷
鰺
弗
絨
全
集
臨
　
（
四
石
波
忠
目
店
、
第
二
巻
、
　
一
九
六
六
年
）
所
桝
収
。
鵜
承
Ψ
鉤

　
　
「
習
練
華
化
蕃
胡
考
」
～
九
三
〇
年
、
『
西
域
南
海
史
地
考
証
論
著
彙
輯
』
（
申
華

　
　
書
局
、
一
九
七
六
年
）
所
収
。

　
③
『
洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
一
九
頁
。
出
土
特
の
状
態
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
ろ

　
　
う
か
、
門
郡
減
勢
」
を
「
都
十
王
」
と
読
み
、
「
永
平
五
年
偏
を
門
永
豊
五
年
扁
と

　
　
読
み
誤
っ
て
い
る
。
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郡乾墓誌銘について（山本）

④
氣
賀
澤
保
規
「
郭
玉
堂
と
『
洛
陽
出
土
石
刻
野
地
記
撫
」
　
＝
～
コ
ニ
頁
。

⑤
薦
承
鉤
「
高
車
之
巨
砲
與
車
師
鄭
善
国
之
分
散
」
一
九
四
二
年
、
隅
西
域
南
海

　
史
地
考
証
論
著
彙
輯
』
所
収
、
四
二
頁
の
注
＝
二
。

⑥
趙
万
里
隅
集
釈
輪
、
巻
五
、
郵
乾
墓
誌
並
蓋
の
条
、
及
び
図
版
二
＝
一
、
二
一

　
一
一
之
二
。

⑦
標
点
本
『
魏
書
隔
（
中
華
書
局
、
～
九
七
四
年
）
西
域
伝
よ
り
こ
の
一
文
を
補

　
、
つ
。

⑧
江
応
楼
主
編
『
中
国
民
族
史
隔
、
民
族
繊
版
社
、
上
巻
、
四
八
二
頁
。

⑨
伊
瀬
仙
太
郎
氏
は
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
比
龍
の
「
世
子
」
匡
真
達
と

　
さ
れ
て
い
る
、
隅
中
国
西
域
経
営
史
研
究
臨
（
初
版
一
九
五
五
年
、
第
三
刷
一
九
八

　
一
年
、
巖
南
堂
書
店
）
　
一
一
八
頁
。

⑩
内
田
吟
風
「
第
五
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
に
関
す
る
～
考
察
l
I
都
善
国
の

　
散
滅
を
中
心
と
し
て
…
」
、
『
古
代
学
h
一
〇
1
～
、
一
九
六
一
年
、
四
頁
の
注

　
㈹
。

⑪
余
太
由
『
両
漢
魏
晋
南
北
朝
興
西
域
関
係
史
研
究
』
、
中
国
社
会
科
学
繊
版
社
、

　
一
九
九
五
年
、
　
一
山
ハ
一
百
ハ
。

三
都
乾
の
家
系

8
郷
寵

　
鄭
乾
の
祖
父
た
る
鄭
寵
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
墓
誌
銘
第

二
～
第
三
行
目
に
「
侍
中
・
鎮
西
將
軍
・
鄭
覇
王
の
寵
」
と
記
さ
れ
、
ま
た

第
四
行
目
に
は
、

　
　
禮
よ
り
已
上
は
世
々
西
夏
に
君
た
り
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
善
国
の
王
統
を
継
承
し
た
王
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
な
お
国
名
を
「
鄭
鄭
」
と
記
す
例
は
、
『
魏
書
』
・
『
北
史
』
等

で
は
見
ら
れ
な
い
が
、
零
仲
紅
蓮
が
指
摘
す
る
如
く
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師

　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

伝
漏
に
そ
の
例
が
あ
り
、
又
『
仏
国
記
』
の
諸
本
の
中
に
も
そ
の
例
が
あ
る
。

　
ま
た
墓
誌
銘
第
一
〇
～
第
＝
行
目
を
見
る
と
、
そ
の
王
統
が
極
め
て
古

い
時
代
に
遡
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
「
世
々
涼
右
に
引
き
、

焦
を
襲
し
榮
を
纂
ぐ
。
豊
幹
、
黎
源
、
逸
た
り
か
の
姫
（
周
）
癩
（
臓
秦
）
」

と
言
う
件
は
特
に
印
象
的
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
所
謂
カ
ロ
シ
ュ

テ
ィ
ー
文
書
が
使
用
さ
れ
て
い
た
三
～
四
世
紀
の
鄭
善
王
国
、
さ
ら
に
漢
代

の
楼
蘭
・
鄭
善
王
国
よ
り
蓬
か
に
遡
る
王
統
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に

は
、
小
国
と
は
言
え
都
善
国
の
王
統
に
連
な
る
者
と
し
て
の
、
物
証
一
族
の

誇
持
の
よ
う
な
も
の
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
鄭
寵
は
北
魏
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
「
侍
中
・
鎮
西
將
軍
・
都
二
王
扁
の
官
号
を
帯
び
て
い
る
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
郵
寵
は
『
北
史
』
西
域
伝
等
の
都
善
王
比
龍
に
比
定
さ
れ
る
が
、
同
書

等
に
拠
れ
ば
、
比
龍
は
沮
渠
安
周
の
攻
撃
を
却
け
た
後
、
暗
渠
無
論
の
本
軍

が
到
着
す
る
少
し
前
、
乃
ち
太
平
真
面
三
年
春
に
国
人
の
半
ば
を
率
い
西
方

の
且
末
に
奔
り
、
以
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

鄭
寵
が
北
魏
よ
り
「
侍
中
」
以
下
の
宮
号
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
ま
つ
太
平
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真
君
三
（
四
四
二
）
年
春
以
前
の
時
期
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
史
書
で
確
認
さ
れ
る
早
り
最
も
早
期
の
比
龍
に
関
す
る
記
事
は
、
既
に
鵜

　
　
　
　
　
　
　
　
③

黒
歯
氏
が
指
摘
さ
れ
た
、
噌
愚
書
匝
巻
九
八
・
氏
胡
伝
・
大
且
渠
蒙
罰
条
の

次
の
よ
う
な
記
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
（
永
初
二
年
）
三
月
、
（
李
）
拘
の
武
衛
將
軍
宋
承
と
広
平
將
軍

　
　
（
張
）
弘
、
城
を
挙
げ
て
降
り
、
悔
は
自
殺
す
。
李
氏
こ
れ
に
よ
り
て

　
　
遂
に
亡
ぶ
。
こ
こ
に
於
い
て
豊
野
王
の
比
龍
入
朝
し
、
西
域
三
十
六
国

　
　
皆
臣
を
称
し
貢
献
す
。

こ
の
記
事
は
、
永
初
二
（
四
二
一
）
年
三
月
目
沮
豊
里
遜
が
最
終
的
に
洒
涼

の
李
氏
を
滅
ぼ
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
が
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
九
六

等
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
右
の
記
事
は
比
龍
等
が
工
程
蒙
遜
の
許
に
門
入
朝
」

し
「
称
臣
貢
献
」
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
書
ら
く
、
比
龍
の
名
は
史
書
に
は
登
場
し
な
い
が
、
七
軒
蒙
遜
が

神
廃
三
（
四
三
〇
）
年
一
一
月
に
北
界
へ
使
者
を
派
し
翌
四
年
八
月
号
子
の

安
周
を
入
侍
さ
せ
る
と
、
比
量
の
都
善
国
も
北
魏
に
使
者
を
派
遣
し
た
こ
と

が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。
乃
ち
『
魏
警
猛
世
祖
紀
・
上
に
拠
れ
ば
、
鄭
善
国

の
単
葉
は
太
延
元
（
四
三
五
）
年
六
月
丙
午
・
同
三
年
三
月
癸
巳
・
同
四
年

三
月
庚
辰
・
同
五
年
四
月
丁
酉
と
立
て
続
け
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
先
の

比
龍
の
初
見
年
代
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
が
比
龍
の
治
世
に
行
な
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
り
わ
け
廿
里
四
年
の
遣
使
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
『
魏
書
』
西
域
伝
・
鄭
善
国
条
に
、

　
　
（
太
延
）
四
年
、
そ
の
弟
の
素
延
書
を
遣
わ
し
入
侍
せ
し
む
。

と
記
さ
れ
、
王
弟
の
素
延
誉
を
遣
わ
し
入
侍
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

私
は
、
こ
の
事
乃
ち
鄭
善
王
比
龍
が
弟
の
素
延
誉
を
北
魏
太
平
帝
に
入
侍
さ

せ
た
こ
と
が
、
比
龍
乃
ち
鄭
寵
が
北
魏
か
ら
「
侍
中
・
鎮
西
將
軍
・
鄭
螂

王
」
を
与
え
ら
れ
た
理
由
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
左
に

述
べ
る
沮
渠
氏
の
場
合
が
参
考
に
な
る
。

　
既
述
の
如
く
、
沮
渠
蒙
遜
は
神
鵬
　
二
（
四
三
〇
）
年
コ
月
に
北
魏
に
使

者
を
派
遣
し
、
翌
四
年
八
月
に
は
子
の
安
周
を
太
武
帝
に
入
侍
さ
せ
て
い
る

が
、
そ
の
結
果
同
年
九
月
癸
亥
に
詔
が
出
さ
れ
蒙
遜
を
、

　
　
　
仮
節
・
加
侍
中
・
都
督
涼
州
及
西
域
莞
戎
諸
軍
事
・
行
征
西
大
將

　
　
軍
・
太
傅
・
涼
州
牧
・
藤
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
拝
せ
し
む
る
使
者
李
順
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
つ
注
目
さ
れ
る

の
は
蒙
遜
に
与
え
ら
れ
た
官
号
の
中
に
侍
中
が
あ
る
点
で
あ
る
が
、
さ
ら
に

こ
の
時
、
崔
浩
が
使
者
と
し
て
李
順
を
太
盤
渉
に
推
薦
し
た
言
葉
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
文
書
が
あ
る
。

　
　
　
蒙
遜
は
蕃
を
称
し
、
款
は
河
右
に
著
る
。
若
し
遽
域
を
し
て
流
通
せ

　
　
し
め
ば
、
殊
配
管
く
至
ら
ん
。
宜
し
く
清
徳
の
重
臣
に
令
し
て
詔
を
奉

　
　
じ
褒
慰
せ
し
む
べ
し
。
尚
書
の
李
順
即
ち
そ
の
人
な
り
。

こ
の
言
葉
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
の
遣
使
そ
し
て
入
侍
の
こ
と
が
あ
っ
て
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で
あ
ろ
う
、
蒙
遜
が
北
魏
に
対
し
て
「
蕃
（
藩
）
を
称
し
」
た
と
言
わ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
例
は
、
蒙
遜
の
第
三
子
器
健
の
場
合
に
も

認
め
ら
れ
る
。

　
早
言
論
議
の
場
合
は
、
北
涼
の
永
和
（
或
い
は
承
湘
）
元
（
四
三
三
）
年

に
、
父
蒙
遜
の
遺
意
に
従
い
自
分
の
妹
（
後
の
昭
儀
沮
渠
氏
）
を
北
魏
に
送

り　
　
使
持
節
・
侍
中
・
都
督
涼
沙
河
三
州
西
域
莞
戎
諸
軍
事
・
車
騎
將
軍
・

　
　
開
府
儀
岡
三
司
・
領
護
西
戎
校
尉
・
涼
州
刺
史
・
河
西
王

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

を
授
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
先
ず
侍
中
を
授
け
ら
れ
て
い
る
点
が
注

意
さ
れ
る
。
そ
し
て
永
和
五
（
四
三
七
）
年
に
は
太
武
帝
の
妹
の
武
威
公
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
尚
せ
ら
れ
、
自
分
の
世
子
封
壇
を
太
武
帝
に
入
持
せ
し
め
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
北
魏
の
太
高
津
（
四
一
二
九
）
年
に
な
る
と
蠕
蠕
と
の
連
繋
を
知
ら
れ

太
武
帝
の
親
征
を
被
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の
こ
と
を
『
落
書
』
沮
渠
蒙

島
伝
は
左
の
如
く
記
し
て
い
る
。

　
　
　
太
延
五
年
、
世
祖
、
尚
書
の
賀
多
羅
を
遣
わ
し
石
州
に
使
し
、
且
つ

　
　
虚
実
を
観
さ
し
む
。
以
へ
ら
く
、
牧
鍵
は
蕃
を
称
し
貢
を
致
す
と
錐
ど

　
　
も
、
内
に
乖
惇
多
し
、
と
。
こ
こ
に
於
い
て
親
ら
こ
れ
を
征
す
。

こ
の
記
事
に
於
い
て
も
牧
腱
が
「
蕃
を
称
し
」
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
沮
二
選
遜
・
牧
縫
の
両
例
を
見
て
み
る
と
、
北
魏
時
代
に
異
民
族

君
長
が
侍
中
そ
し
て
山
号
と
い
っ
た
後
号
を
与
え
ら
れ
る
為
に
は
、
単
に
遣

使
朝
貢
す
る
だ
け
で
は
な
く
侍
子
等
の
言
わ
ば
人
質
を
差
し
出
す
こ
と
が
き

わ
め
て
重
要
な
要
素
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
こ
と
が
正
に
「
蕃
（
藩
）
を

称
す
」
こ
と
の
実
質
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
を
も
う
一
度
比
龍
乃
ち
恩
寵
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
墓
誌
銘
第

一
一
～
第
一
二
行
冒
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
こ
れ
組
、
こ
れ
孝
、
運
を
暁
り
機
を
昭
ら
か
に
す
。
入
り
て
皇
魏
に
蕃

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
た
る
も
、
趣
舎
は
唯
だ
時
の
ま
ま
な
り
き
。
土
を
副
い
茅
を
分
た
れ
、

　
　
士
爵
こ
れ
を
鷹
ぐ
。
灼
灼
た
り
斎
服
、
悠
悠
た
り
車
旗
。

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
あ
り
、
門
入
り
て
皇
魏
に
蕃
た
る
も
」
の
記
述
は
表
現
は
や
や
違
う
が
、

鄭
寵
が
北
浜
に
対
し
て
「
蕃
を
称
し
」
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

先
の
沮
渠
氏
の
二
例
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
実
質
が
備
わ
っ
た
の
は
、
太
延

元
年
・
三
年
の
二
度
の
遣
霜
朝
献
の
後
、
太
延
四
年
に
比
龍
乃
ち
都
寵
が
、

王
弟
の
素
面
誉
を
太
武
器
に
入
侍
さ
せ
た
時
の
こ
と
で
、
そ
の
結
果
、
墓
誌

銘
に
記
さ
れ
た
「
侍
中
・
鎮
西
將
軍
・
鄭
郷
」
な
る
官
号
を
北
魏
か
ら
与
え

ら
れ
た
、
と
晃
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
右
の
血
塗
の
う
ち
侍
中
に
つ
い
て
は
、
鄭
善
国
と
は
因
縁
浅
か
ら
ざ

る
も
の
が
あ
る
。
乃
ち
三
～
四
世
紀
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
同
王
国
の

カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
ー
文
書
に
於
い
て
、
ア
ン
ゴ
ー
カ
（
〉
紐
σ
q
o
犀
鋤
）
等
の
四
王

が
共
に
ジ
ト
ゥ
ン
ガ
ま
た
は
ジ
ト
ゥ
ン
グ
聖
慮
極
α
q
山
の
称
号
を
帯
び
て
お

⑨り
、
こ
の
語
が
旨
切
δ
コ
α
q
財
氏
に
よ
り
「
侍
中
」
に
同
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
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⑳

で
あ
る
。
ま
た
王
国
粗
肴
の
懇
切
な
説
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
一
つ
そ
の
位

概
付
け
が
判
然
と
し
な
い
、

　
　
吾
守
侍
中
大
都
尉
奉
脅
大
事
親
書
鄭
善
焉
単
組
黒
熱
勒

　
　
子
爽
王
事
下
詔
書
到

と
記
さ
れ
た
、
王
氏
に
拠
れ
ば
連
続
す
る
一
　
木
簡
（
ニ
や
遺
跡
群
中
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

＜
■
×
〈
遣
趾
発
見
）
の
存
在
も
あ
る
。
侍
中
に
つ
い
て
は
、
仁
王
南
北
朝
時

代
に
枢
要
の
官
に
な
っ
た
こ
と
が
『
通
典
楓
巻
二
～
で
述
べ
ら
れ
、
ま
た
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
都
善
な
ど
異
民
族
の
王

が
こ
う
し
た
宮
を
中
国
（
系
）
王
朝
か
ら
与
え
ら
れ
た
背
景
に
は
、
他
に
考

慮
す
べ
き
点
も
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
「
蕃
を
称
す
」
実
質
を
備
え
る
こ
と

が
先
ず
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
上
記
三
～
四
世
紀
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

善
国
の
場
合
は
、
榎
～
雄
氏
が
指
摘
さ
れ
た
野
望
無
心
帝
紀
巻
三
及
び
『
初

学
記
』
巻
二
六
所
引
晋
永
安
起
居
注
の
詑
事
、
乃
ち
太
康
四
（
二
八
三
）
年

八
月
に
郷
善
国
（
王
）
が
子
の
元
英
を
入
侍
さ
せ
た
こ
と
が
こ
れ
に
当
て
は

　
⑭

ま
る
。

　
比
龍
乃
ち
齢
寵
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
そ
の
後
沮
渠
氏
勢
力
と
戦
い
且

末
に
奔
っ
た
後
、
そ
の
消
息
は
不
明
と
な
る
。

口
三

三

郡
乾
の
父
和
製
は
、
前
述
し
た
如
く
、
『
北
軍
扇
・
『
魏
書
幅
等
の
鄭
善
王

真
達
に
比
定
さ
れ
、
比
龍
と
は
立
場
を
異
に
し
輝
国
安
周
側
に
応
じ
た
「
比

龍
の
世
子
」
と
同
｝
人
物
と
思
わ
れ
る
。
『
魏
書
招
餌
渠
蒙
遜
伝
に
拠
れ
ば
、

そ
の
結
果
「
都
善
、
大
い
に
織
る
」
と
い
う
事
態
に
な
る
が
、
無
誰
が
途
申

流
沙
で
士
卒
の
大
半
を
失
い
な
が
ら
も
都
善
国
に
到
っ
た
蒔
、
そ
の
国
情
は

定
ま
っ
た
如
く
で
あ
る
。
「
比
龍
の
世
子
」
は
こ
の
沮
渠
氏
の
力
を
背
景
に

鄭
善
王
に
即
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
北
史
臨
西
域
伝
・
都
善
国
条
は
、
こ
の
後
、
鄭
善
国
入
が
北
魏
の
使
者

を
劉
劫
し
往
来
を
不
通
に
せ
し
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
原

因
で
郡
善
国
は
後
に
北
魏
軍
の
攻
繋
を
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
れ
と

よ
く
似
た
記
事
が
『
北
年
構
酉
域
伝
の
序
文
に
出
て
い
る
。

　
　
　
雲
州
既
に
し
て
平
ら
ぎ
、
郡
善
国
お
も
え
ら
く
、
庸
亡
ぶ
れ
ば
歯
寒

　
　
き
は
自
然
の
道
な
り
、
今
武
威
、
魏
の
滅
ぼ
す
と
こ
ろ
と
な
り
、
次
は

　
　
我
に
及
ば
ん
、
も
し
そ
の
使
人
を
撫
ぜ
し
む
れ
ば
、
我
が
国
事
を
知
り
、

　
　
亡
を
取
る
こ
と
必
ず
近
か
ら
ん
、
こ
れ
を
絶
つ
に
如
か
ず
、
も
っ
て
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
久
す
べ
し
、
と
。
［
乃
ち
］
行
路
を
断
塞
す
。
洒
域
の
貢
献
、
歴
年
入

　
　
ら
ず
。
後
、
都
善
を
平
ら
げ
、
行
人
復
た
通
ず
。

こ
の
記
事
を
一
読
す
る
と
、
北
魏
に
よ
る
沮
渠
氏
北
涼
国
の
併
呑
（
太
延
五

年
、
四
三
九
年
）
後
、
た
だ
ち
に
「
腎
亡
ぶ
れ
ば
歯
寒
き
は
自
然
の
道
な

り
」
と
考
え
て
郡
善
国
が
行
路
を
断
塞
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、

実
際
に
は
既
に
述
べ
た
如
く
、
そ
の
闘
に
先
王
比
量
の
親
尊
翰
的
行
動
が
あ
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つ
た
筈
で
こ
の
経
過
が
無
視
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
こ
の
点
を
押
さ
え
た

上
で
、
右
の
都
善
国
の
考
え
・
行
動
を
見
て
み
る
と
、
こ
こ
に
特
筆
さ
れ
た

こ
と
は
、
後
に
万
度
帰
軍
の
攻
撃
を
受
け
北
魏
に
降
っ
た
将
器
乃
ち
齢
視
の
、

平
城
で
陳
述
し
た
内
容
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
鄭
乾
墓
誌
銘
第
一
一
行
～
第
ご
一
行
目
の
記
述
、

　
　
　
こ
れ
租
、
こ
れ
考
、
運
を
暁
り
機
を
昭
ら
か
に
す
。
入
り
て
皇
魏
に

　
　
蕃
た
る
も
、
趣
舎
は
唯
だ
時
の
ま
ま
な
り
き
。

は
、
こ
う
し
た
蔵
王
の
北
魏
王
朝
に
対
す
る
対
応
の
違
い
を
反
映
し
た
も
の

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
鄭
善
国
に
対
す
る
北
魏
万
度
帰
軍
の
派
遣
は
、
太
平
真
面
六
（
四
四
五
）

年
四
月
庚
戌
よ
り
、
吐
谷
渾
慕
利
延
に
対
す
る
高
書
王
那
軍
の
派
遣
と
同
時

に
行
な
わ
れ
、
同
年
八
月
壬
辰
に
は
万
度
帰
軍
の
前
に
離
離
王
脚
達
が
降
伏

し
、
京
師
平
城
に
連
行
さ
れ
る
。
こ
の
攻
撃
は
、
『
北
緯
匝
西
域
伝
・
鄭
善

国
条
の
記
事
に
拠
れ
ば
、
齢
善
国
が
殆
ど
戦
わ
ず
し
て
万
度
帰
軍
に
降
り
、

王
春
達
も
弼
縛
し
て
度
量
に
降
っ
た
こ
と
で
終
わ
っ
た
。
万
度
帰
は
四
達
の

縛
を
釈
き
、
屯
守
の
軍
を
残
し
真
底
を
平
城
に
連
行
し
、
そ
こ
で
真
達
は
北

魏
太
武
帝
の
厚
遇
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
真
達
降
伏
の
年
次
と
墓
誌

銘
第
四
行
目
の
「
真
面
六
年
」
と
が
　
致
す
る
の
で
、
趙
万
里
氏
は
真
達
1
1

都
覗
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
氏
は
さ
ら
に
史
書
に
は
真
玉
が
北
魏
に
降
っ

た
後
の
こ
と
を
載
せ
な
い
が
、
そ
の
後
臨
澤
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
分
か

　
　
　
　
　
　
⑯

る
、
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
指
摘
は
勿
論
、
墓
誌
銘
第
三
～
第
四
行
目
の
、

　
　
　
平
声
出
軍
・
青
羽
涼
三
州
刺
史
・
郵
郵
王
・
黙
黙
懐
侯
の
硯
の
長
子

　
　
な
り
。

と
い
う
記
述
に
拠
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
臨
澤
侯
に
封
ぜ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
時
期
は
い
つ
頃
の
こ
と
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
に
は
、
真
達
降
伏
後
の
鄭
善
国
の
状
況
が
先
ず
明
ら
か
に
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
真
達
降
伏
後
の
都
善
国
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
二
年
後
の
太

平
真
君
八
年
の
こ
と
と
し
て
『
魏
書
』
世
祖
紀
・
下
に
次
の
よ
う
な
記
事
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
太
平
真
君
八
年
）
十
二
月
、
螂
善
・
遮
青
苧
、
並
び
に
子
を
遣
わ

　
　
し
朝
献
せ
し
む
。

こ
の
記
事
は
当
時
一
算
で
別
に
王
が
立
っ
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
松
田
壽
男
氏
は
、
真
達
降
伏
後
の
早
い
時
期

に
北
魏
に
よ
る
都
心
占
領
が
、
北
魏
軍
の
攻
撃
か
ら
遁
れ
西
塗
し
た
吐
谷
渾

の
慕
利
延
勢
力
に
よ
っ
て
打
撃
を
受
け
、
墨
壷
が
北
魏
の
占
領
地
か
ら
脱
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
た
。
氏
の
解
釈
に
拠
る
と
、
真
達
降
伏
後

の
早
い
時
期
、
恐
ら
く
太
平
嘉
島
六
～
七
年
の
交
に
は
、
都
善
国
で
日
歯
渾

の
影
響
下
に
薪
た
な
王
が
立
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
松
田
氏
は
さ
ら
に
、

翌
九
年
五
月
に
紐
付
が
交
趾
爆
心
牧
（
病
毒
）
を
郵
送
王
と
し
て
同
国
に
鎮
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⑲

守
さ
せ
た
の
は
、
右
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
交
趾
公
韓

抜
の
雑
器
鎮
守
に
つ
い
て
は
、
『
慰
書
』
世
祖
紀
・
下
で
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
（
太
平
真
君
九
年
）
夏
五
月
甲
戌
、
交
趾
公
の
韓
抜
を
も
っ
て
仮

　
　
節
・
征
洒
將
軍
・
領
護
西
戎
校
尉
・
要
害
王
と
為
し
、
都
善
に
卜
し
、

　
　
そ
の
民
に
賦
役
し
、
こ
れ
を
郡
県
に
比
せ
し
む
。

松
田
氏
が
示
唆
さ
れ
る
如
く
、
吐
谷
艶
態
の
王
に
対
処
す
る
為
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
は
姑
ら
く
措
く
と
し
て
も
、
上
意
は
こ
の
時
点
で
、
都
善
人
で
は
な

い
交
趾
公
の
韓
抜
（
陳
毅
『
魏
書
官
氏
志
疏
証
隔
等
の
意
見
を
参
考
に
す
れ

⑳ば
、
所
謂
孝
文
帝
の
虞
姓
廃
止
以
前
の
当
時
に
あ
っ
て
は
「
歩
大
汗
抜
」
ほ

ど
の
名
と
見
徹
す
べ
き
で
あ
ろ
う
）
を
都
善
王
と
し
、
同
地
を
北
魏
の
郡
県

並
み
に
扱
う
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
『
翻
心
』
巻
心
〇
に
は
、
も
と
鳥
丸

　
　
　
　
　
　
⑳

種
と
も
云
わ
れ
る
王
建
の
伝
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う

な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
（
建
の
孫
、
度
の
？
）
子
、
安
都
襲
す
。
爵
を
降
し
侯
と
為
す
。
世

　
　
祖
拝
せ
し
め
て
太
子
庶
子
と
な
し
、
繊
で
て
は
鄭
一
回
將
と
為
る
。
高

　
　
宗
の
時
、
内
都
大
官
と
為
り
、
卒
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

こ
の
記
述
に
拠
れ
ば
王
安
都
が
鄭
善
鎮
將
で
あ
っ
た
の
は
世
祖
太
武
帝
の
治

世
期
と
見
ら
れ
る
が
、
先
の
韓
抜
の
記
事
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
そ
の
時
期
は
、

骨
抜
の
郵
三
王
就
学
の
太
平
真
電
九
（
四
四
入
）
年
以
降
で
、
世
祖
治
世
末

年
の
正
平
二
（
四
五
二
）
年
三
月
以
前
の
問
に
限
定
さ
れ
よ
う
。
私
は
、
万

度
帰
に
よ
る
更
な
る
攻
略
、
乃
ち
郷
善
以
遠
の
受
書
・
鶏
姦
に
対
す
る
攻
撃

が
一
応
終
了
し
た
太
平
真
君
九
年
　
二
月
以
後
の
早
い
時
期
に
、
北
魏
の
都

善
支
配
は
盤
面
と
い
う
北
傍
系
の
王
に
よ
る
支
配
か
ら
、
鎮
將
に
よ
る
支
配

に
切
り
換
え
ら
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
い
つ
れ
に
し
て
も
、
真
達

乃
ち
鄭
覗
が
言
わ
ば
北
魏
内
地
の
臨
澤
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
踏
期
と
し
て
は
、

先
の
都
善
人
で
は
な
い
生
抜
が
北
魏
に
よ
り
理
説
王
に
立
て
ら
れ
た
頃
が
最

も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
臨
澤
侯
が
実
封
で
あ
る
か
虚
封
で
あ
る

か
は
不
明
で
あ
る
。

　
尊
意
墓
誌
銘
に
拠
れ
ば
、
螂
覗
は
こ
の
他
に
門
平
準
將
軍
」
・
「
西
・

平
・
涼
三
州
刺
史
」
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
趙
万
里
氏
は
こ
れ
ら
を
死
後

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
贈
官
と
さ
れ
て
い
る
。
都
観
は
、
子
の
影
乾
が
永
平
五
年
に
四
四
歳
で
卒

し
て
い
て
そ
の
生
年
が
献
文
帝
の
皇
興
三
（
四
六
九
）
年
と
算
せ
ら
れ
る
の

で
、
そ
の
頃
迄
は
生
存
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

①
零
俳
勉
『
漢
書
西
域
伝
地
理
校
釈
』
、
中
華
書
局
、
～
九
八
～
年
出
版
、
上
冊

　
＝
～
【
二
頁
。

②
章
巽
『
法
顕
伝
校
注
』
、
上
海
吉
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
八
頁
の
注
働
及

　
び
書
影
五
。

③
鵜
承
鈎
「
鄭
善
事
輯
扁
、
一
五
～
｝
六
頁
の
注
二
二
。

④
　
　
『
押
書
』
氏
胡
伝
は
「
（
釜
初
）
三
年
」
と
記
す
が
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
及

　
び
『
資
治
通
鑑
』
の
該
当
個
所
の
記
述
に
拠
り
、
「
（
永
初
二
年
）
漏
と
見
倣
す
べ
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都乾墓誌銘について（山本）

　
き
で
あ
る
。

⑤
『
壁
書
』
世
祖
紀
・
上
、
神
詣
四
年
九
月
癸
亥
条
。

⑥
『
品
書
輪
巻
三
六
・
李
順
伝
。

⑦
附
魏
書
』
盧
水
胡
沮
渠
蒙
遜
伝
、
及
び
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
九
七
・
北
涼

　
録
三
。

⑧
『
魏
書
隔
慮
水
胡
沮
渠
蒙
遜
伝
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
九
七
、
及
び
凹
資

　
治
逓
鑑
』
巻
一
二
一
二
・
元
嘉
一
四
年
条
を
参
照
。

⑨
国
．
一
億
巷
。
。
8
p
鼠
℃
．
ω
．
箔
。
げ
一
Φ
甲
糊
目
§
甘
辛
“
忌
翫
§
防
ミ
防
s
竃
、
ミ
3
勲
、

　
≧
ヘ
ミ
勲
臨
ミ
謡
○
ぎ
N
§
§
差
口
§
き
嘗
こ
黛
○
篠
。
至
嘱
り
ト
。
P
題
．
器
①
－
認
Q
。
．

　
　
配
p
ζ
Φ
8
巨
》
翼
Φ
≦
国
訂
δ
斡
げ
目
路
o
o
住
①
p
↓
鎚
三
Φ
け
｛
3
ヨ
O
臣
⇒
費

　
ゆ
ω
○
諺
ω
ピ
頃
H
－
b
⊃
レ
リ
⑩
ρ

⑩
回
切
δ
¢
α
Q
ダ
○
。
臼
昆
霧
8
偉
げ
Φ
↓
蒔
阜
8
艮
¢
蔓
留
寧
踊
躍
鄭
鋤
巳
簿
①

　
頸
ω
8
蔓
。
｛
ゆ
巳
穿
掘
招
じ
6
の
○
〉
ρ
×
×
≦
回
同
－
ω
り
一
⑩
①
象
も
℃
・
①
O
O
ふ
〇
一
．

⑪
王
国
維
『
流
沙
墜
簡
補
遺
考
釈
』
、
一
九
一
四
年
、
考
慮
三
及
び
四
。
鼠
．
〉
．

　
ω
樽
①
二
一
ミ
§
琳
§
。
§
翻
○
改
。
昼
一
8
メ
℃
聾
Φ
ω
○
×
H
圏
9
薮
O
×
H
同
H
・

⑫
例
え
ば
山
本
隆
義
『
中
国
政
治
制
度
の
研
究
』
、
東
洋
史
研
究
会
、
｝
九
六
八

　
年
、
九
三
～
九
五
頁
及
び
一
七
八
～
一
七
九
頁
。
ま
た
紀
胸
顔
合
欄
欽
定
歴
代
職

　
官
表
陥
、
巻
二
・
内
閣
上
参
照
。

⑬
榎
一
雄
「
法
顕
の
通
過
し
た
都
善
国
に
つ
い
て
」
、
朔
東
方
學
隔
日
三
四
輯
、
一

　
九
六
七
年
、
一
四
頁
。

⑭
『
初
学
記
』
巻
二
六
の
注
詑
は
左
の
如
し
。

　
　
　
　
晋
永
安
起
居
注
日
、
太
康
四
年
有
司
奏
、
都
善
国
遣
子
英
入
侍
。
以
英
為

　
　
　
騎
都
尉
、
獄
仮
帰
義
侯
印
青
紫
綬
各
一
具
。

⑮
標
点
本
書
北
史
』
の
西
域
伝
は
、
現
行
『
魏
書
』
西
域
伝
の
該
当
個
所
に
よ
り

　
「
及
」
字
を
「
乃
」
字
に
改
め
て
お
り
、
こ
れ
に
拠
る
。

⑯
趙
万
里
『
集
釈
』
巻
五
、
鄭
乾
墓
誌
並
蓋
の
条
。

⑰
臥
起
の
地
に
つ
い
て
は
、
『
魏
書
」
地
形
志
序
文
及
び
王
鳴
盛
凹
十
七
史
商
権
』

　
巻
六
七
「
魏
地
形
拠
武
定
」
が
記
す
知
く
、
『
魏
書
』
地
形
志
が
東
下
末
の
状
勢

　
を
基
準
に
し
て
書
か
れ
て
お
り
記
載
が
な
い
が
、
顧
祖
禺
『
読
史
方
輿
紀
要
』
巻

　
六
一
一
・
屋
薩
城
条
が
記
す
、
晋
代
の
張
腋
郡
属
下
の
臨
上
県
の
こ
と
で
、
漢
代
に

　
昭
裁
県
と
呼
ば
れ
た
地
で
あ
る
。

⑱
凹
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
、
一
五
」
～
｝
五
三
頁
。

⑲
同
右
。

⑳
陳
毅
『
魏
書
官
氏
志
疏
註
』
一
八
九
四
年
、
噌
二
十
五
史
籍
編
』
第
四
冊
所
収
、

　
第
｝
一
貰
の
幽
大
汗
氏
条
。
銚
薇
光
『
北
朝
胡
姓
考
』
（
科
学
拙
版
社
、
　
｝
九
五

　
八
年
）
　
一
二
六
～
一
二
八
頁
は
、
韓
氏
を
旬
喜
多
と
見
て
い
る
。

⑳
　
眺
薇
元
咽
北
朝
胡
姓
考
隔
、
二
五
四
一
二
五
六
頁
。

⑫
　
　
『
魏
書
』
巻
三
〇
か
ら
は
、
王
安
都
が
王
建
の
子
か
孫
か
不
明
で
あ
る
。

⑬
　
都
重
鎮
（
將
）
に
つ
い
て
は
以
下
の
諸
研
究
に
若
干
の
言
及
が
あ
る
。
浜
口
重

　
国
「
正
光
四
五
年
の
交
に
於
け
る
後
魏
の
兵
制
に
就
い
て
」
一
九
三
五
年
、
凹
秦

　
漢
階
子
史
の
研
究
』
上
巻
、
［
三
一
～
一
三
二
頁
、
注
（
二
九
）
。
同
「
「
高
斉
繊

　
自
考
l
－
1
高
察
の
制
覇
と
河
北
の
豪
族
高
乾
兄
弟
の
活
躍
」
　
一
九
三
八
年
、
『
秦

　
漢
階
唐
史
－
』
下
巻
、
七
三
一
頁
の
注
（
＝
二
）
。
佐
藤
智
水
門
五
胡
十
六
国

　
か
ら
南
北
朝
蒔
代
」
（
四
講
座
敦
煤
』
②
、
～
九
八
○
年
）
九
七
頁
の
注
（
＝
一
）
。

　
ま
た
、
次
章
の
注
⑦
参
照
。

⑳
　
趙
万
里
『
集
釈
』
巻
心
、
郡
乾
墓
誌
並
蓋
の
条
。

四
　
郷
乾
の
事
蹟

　
本
墓
誌
銘
の
主
で
あ
る
都
乾
の
生
年
は
、
先
に
述
べ
た
如
く
、
北
魏
献
酬

帝
の
皇
興
三
（
四
六
九
）
年
と
算
せ
ら
れ
る
。
墓
誌
銘
第
二
行
目
に
は
、

　
　
君
、
緯
は
軋
（
乾
）
、
司
州
河
南
洛
陽
書
芸
里
の
人
な
り
。

と
あ
る
が
、
こ
の
記
述
は
薫
煙
が
平
城
で
生
ま
れ
、
後
に
孝
文
帝
の
洛
陽
遷

l13 （l13）



都
と
共
に
居
宅
と
埜
域
を
洛
陽
・
郎
山
に
遷
す
こ
と
に
な
っ
た
多
く
の
官
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

達
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
北
魏
洛
陽
の
洛
濱
里
に
つ
い
て

は
『
洛
陽
伽
藍
記
』
等
に
記
載
が
無
く
位
置
が
分
か
り
に
く
い
が
、
陪
唐
洛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

陽
の
城
坊
図
を
参
考
に
し
て
考
え
れ
ば
、
森
鹿
三
氏
が
宣
武
帝
の
崇
明
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

（
五
〇
～
）
年
に
拡
大
さ
れ
た
と
言
わ
れ
た
洛
陽
外
城
、
そ
の
南
端
付
近
の

洛
水
に
面
し
た
処
に
、
或
る
時
期
よ
り
存
在
し
た
里
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
と
す
れ
ば
こ
の
里
の
東
方
に
は
、
有
名
な
永
橋
と
四
夷
館
が
あ
っ

た
筈
で
あ
る
。

　
鄭
乾
の
幼
少
期
に
つ
い
て
は
、
墓
誌
銘
第
＝
二
行
目
に
、

　
　
　
唯
だ
君
は
齪
節
、
夙
に
門
矩
を
稟
く
。

と
ま
ず
そ
の
家
門
の
こ
と
が
示
さ
れ
、
つ
い
で
第
一
三
～
第
～
四
行
目
で
、

　
　
幼
く
し
て
秘
寵
を
承
け
、
早
く
禁
宇
に
蓼
せ
り
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
墓
誌
第
五
行
目
の
、

　
　
　
君
、
初
め
沸
す
る
に
王
孫
の
望
を
も
っ
て
起
遷
し
負
外
散
騎
侍
郎
と

　
　
詣
る
。

と
い
う
記
述
に
対
応
す
る
も
の
で
、
早
い
時
期
か
ら
「
王
遜
の
望
」
に
よ
り

起
怨
し
負
（
員
）
外
散
騎
侍
郎
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

う
。
こ
れ
を
仮
に
都
乾
一
五
歳
前
後
の
こ
と
と
す
る
と
、
そ
の
時
期
は
鵜
太

后
称
制
の
太
和
七
年
前
後
に
当
た
る
。
員
外
散
騎
侍
郎
に
つ
い
て
は
、
宮
崎

市
定
氏
が
孝
文
帝
治
世
後
期
の
そ
れ
に
つ
い
て
起
家
の
窟
と
し
て
最
上
の
散

騎
の
う
ち
、
最
も
普
通
に
臣
下
に
与
え
ら
れ
た
正
七
錦
上
の
官
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
鄭
乾
の
場
合
の
そ
れ
は
、
時
期
的
に
見

て
氏
が
「
太
風
前
令
」
の
職
員
令
（
太
和
一
七
年
発
布
）
と
呼
ば
れ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
よ
っ
て
、
従
四
品
下
と
見
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

　
墓
誌
銘
に
よ
る
と
鄭
乾
は
そ
の
後
、
暫
く
北
幸
領
域
の
西
部
に
派
遣
さ
れ
、

～
定
の
治
績
を
挙
げ
た
如
く
で
あ
る
。
墓
誌
銘
第
一
四
行
目
に
、

　
　
　
暫
く
西
服
に
望
み
、
休
…
政
已
に
墨
・
が
る
。

と
記
さ
れ
、
以
下
第
一
五
行
騒
に
か
け
て
鄭
乾
の
入
と
な
り
に
対
す
る
、
潤

色
は
あ
ろ
う
が
賛
辞
が
続
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
何
故
か
、
墓
誌
銘

に
は
そ
の
具
体
的
任
務
に
つ
い
て
明
文
を
欠
い
て
い
る
。
或
い
は
鄭
善
鎮
に

開
わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
よ
く
分
か
ら
な
い
所
で
あ
る
。

　
郵
乾
は
そ
の
後
、
京
官
と
し
て
「
領
左
右
・
輔
國
將
軍
・
城
門
校
尉
」
を

授
け
ら
れ
、
更
に
そ
の
後
転
出
し
て
「
遺
業
將
軍
・
安
定
内
評
」
と
為
り
、

そ
の
在
任
中
四
四
歳
で
卒
し
て
い
る
。
都
乾
の
言
わ
ば
華
や
か
な
時
期
と
そ

の
死
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
墓
誌
第
五
～
第
七
行
目
で
記
さ
れ
、
ま

た
第
一
五
～
第
一
八
行
目
の
銘
文
の
、

　
　
　
將
に
指
命
を
加
え
ら
れ
、
こ
の
華
緑
を
顯
わ
す
。
高
く
崇
班
に
列
な

　
　
り
、
こ
の
朝
の
属
に
副
う
。
遠
く
金
地
に
二
び
、
も
っ
て
魏
の
録
を
明

　
　
ら
か
に
せ
ん
と
す
。
掛
構
ぞ
淑
か
ら
ざ
る
、
櫟
を
控
き
玉
を
砕
く
。
歳

　
　
輩
に
そ
の
異
き
、
髪
に
遽
曜
に
即
く
。
泉
扉
一
た
び
今
わ
ば
、
永
に
朝
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光
を
謝
す
。
去
り
て
留
ま
る
こ
と
座
く
、
道
存
し
て
人
亡
ぶ
。

と
い
う
記
述
も
こ
の
過
程
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
先
ず
、
鄭

乾
が
京
官
と
し
て
領
左
右
・
輔
國
二
軍
・
城
門
校
尉
の
地
位
に
あ
っ
た
後
、

征
虜
將
軍
・
安
定
内
史
に
転
出
し
た
時
期
が
い
つ
頃
な
の
か
を
次
に
見
て
み

る
。　

『
魏
書
田
螺
夏
霞
を
見
る
と
、
内
史
の
官
は
宮
崎
氏
が
「
太
和
煙
管
」
に

よ
る
官
品
表
と
呼
ば
れ
た
個
所
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
氏
が
「
仁
和
後

勘
砿
（
太
和
一
　
三
年
頃
完
成
）
に
よ
る
そ
れ
と
さ
れ
た
個
所
に
、
上
郡
・
中

郡
・
下
郡
の
内
史
と
い
う
風
に
各
々
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
宮
崎

氏
に
拠
れ
ば
、
両
令
発
布
の
中
間
頃
養
和
　
九
年
に
「
中
剃
」
が
発
布
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
「
後
令
」
の
そ
れ
と
内
容
上
殆
ど
変
わ
り
は
無
か
っ
た
と
推
定

　
　
　
　
　
⑧

さ
れ
る
と
い
う
。
氏
の
こ
の
意
見
に
依
る
な
ら
ば
、
内
史
の
官
名
は
ま
つ
太

和
一
九
（
四
九
五
）
年
発
布
の
半
俗
令
に
載
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た

内
田
吟
風
氏
は
内
史
の
官
が
「
朝
廷
選
任
派
遣
の
官
で
封
国
内
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

首
相
的
存
在
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
そ
の
緑
園
に
対
し
て
正
式
に

勝
様
制
が
定
め
ら
れ
た
の
が
太
和
一
八
年
～
二
月
の
詔
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
⑩

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
先
の
推
定
は
あ
る
程
度
首
肯
し
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
鄭
乾
が
安
定
内
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
太
和
一
九

年
以
後
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
当
蒔
の
安
定
王
が
誰
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
そ

の
頃
の
安
定
王
と
言
え
ば
ま
ず
孝
文
帝
の
大
叔
父
安
定
靖
無
休
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
人
物
は
、
『
魏
書
隔
巻
一
九
下
・
安
定
心
休
伝
に
拠

れ
ば
所
謂
五
等
開
建
の
時
期
に
邑
二
千
戸
を
食
ん
で
は
い
る
が
、
太
和
～
八

年
七
月
壬
午
に
麗
じ
て
お
り
、
先
の
内
用
設
置
の
時
期
と
重
な
ら
な
い
。
そ

の
後
、
安
定
王
の
封
爵
は
長
子
の
安
が
幼
年
で
卒
し
た
為
か
、
太
和
一
八
年

に
休
が
麗
じ
た
後
も
す
ぐ
に
は
襲
せ
ら
れ
ず
、
世
宗
宣
武
帝
の
治
世
の
初
め

に
至
っ
て
次
子
の
鰹
に
よ
り
識
せ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
讐
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

書
』
安
定
王
休
伝
に
記
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
別
に
、

龍
門
二
十
品
の
～
つ
に
、

　
　
魏
聖
朝
太
中
大
重
安
宕
王
子
蔓

と
刻
さ
れ
た
、
世
宗
の
正
始
四
（
五
〇
七
）
年
二
月
の
日
付
を
持
つ
造
像
記

　
　
　
　
　
⑫

が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
鄭
乾
が
安
定
内
史
と
な
っ
た
時
の
王

が
元
鰹
で
、
そ
の
転
出
の
時
期
を
世
宗
宣
武
帝
の
治
世
の
初
め
頃
と
見
倣
す

の
が
ま
つ
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
鄭
乾
が
征
虜
將
軍
・
安
定
内
郭
と
し
て
転
出
し
た
時
期
が
以
上
の
如
く
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
京
官
と
し
て
「
領
左
右
・
耳
打
將
軍
・
城
門
校
尉
」
に

任
じ
ら
れ
た
時
期
は
、
孝
文
帝
の
太
和
年
間
の
後
期
頃
と
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
周
知
の
如
く
こ
の
時
期
は
孝
文
帝
が
親
政
後
、
洛
陽
遷
都
を
行
な
い
所

謂
漢
化
政
策
を
実
行
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
る
。
既
に
見
た
墓
誌
銘
第
二
行

目
の
、
鄭
乾
の
貫
籍
を
記
し
た
部
分
に
そ
の
時
代
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
が
あ
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る
が
、
そ
れ
と
共
に
鄭
乾
と
い
う
中
国
風
の
姓
名
自
体
に
、
こ
の
時
期
行
な

わ
れ
た
北
魏
王
朝
の
中
国
姓
（
名
）
採
用
と
パ
ラ
レ
ル
な
も
の
を
感
じ
さ
せ

る
。　

と
こ
ろ
で
こ
の
頃
螂
乾
が
帯
び
て
い
た
書
名
の
う
ち
、
輔
國
將
軍
・
城
門

校
尉
は
比
較
的
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
で
問
題
は
無
い
が
、
「
領
左
右
」
に
つ

い
て
は
凹
魏
書
臨
の
官
氏
志
に
記
載
が
な
く
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
領
左
右

に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
で
最
初
に
比
較
的
纏
っ
た
説
明
を
さ
れ
た
の
は
浜

口
重
国
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
武
蔦
元
（
五
二
八
）
年
四
月
、
孝
荘
帝
の
即
位

と
同
時
に
爾
朱
栄
に
与
え
ら
れ
た
官
名
の
中
に
「
領
左
右
」
が
入
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
対
す
る
『
資
治
通
志
』
の
胡
三
省
注
「
領
左
右
は
領
左
右
野
牛

備
品
な
り
」
を
是
と
さ
れ
、
「
蓋
し
領
左
右
と
は
天
子
の
左
右
に
侍
べ
る
武

官
を
領
す
る
の
義
に
取
っ
た
も
の
で
、
北
齊
の
領
左
右
將
軍
、
階
の
領
左
右

大
諸
軍
の
前
名
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
た
だ
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
氏
自
身
同
時
に
、
領
左
右
を
近
衛
軍
と
見
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
認
め
て
お
ら
れ
る
。
一
体
に
領
左
右
は
『
魏
書
』
を
見
る
限
り
世
宗
宣
武

帝
の
治
世
期
以
後
に
散
見
す
る
官
名
で
、
『
欽
定
歴
代
職
官
表
騙
が
指
摘
す

る
如
く
、
爾
朱
栄
等
が
宰
輔
を
も
っ
て
こ
れ
を
兼
ね
た
重
要
な
官
と
思
わ
れ

　
　
　
　
　
⑭

る
に
も
拘
ら
ず
、
先
に
述
べ
た
如
く
『
魏
書
触
官
氏
志
に
記
載
が
な
く
、
そ

の
有
り
様
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
史
書
の
断
片
的
記
事
で
再
構
成
す
る
方

法
以
外
に
は
な
い
。

　
『
魏
書
』
巻
九
…
二
・
恩
倖
伝
に
は
批
宗
に
寵
を
得
た
趙
琶
の
伝
が
収
録
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
申
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
（
畿
、
）
長
兼
散
騎
侍
郎
・
領
左
右
直
長
に
転
じ
、
禁
中
に
出
入
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
の
記
事
の
中
の
「
領
左
右
直
畏
」
と
い
う
官
名
に
注
目
し
て
み
る
と
、
こ

の
官
名
は
『
魏
書
騙
官
氏
志
に
は
蔵
っ
て
い
な
い
が
、
『
隷
書
』
百
官
志
・

中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
北
斉
官
制
中
の
門
下
省
属
下
の
、
「
領
左
右
局
」
の

「
直
長
」
に
当
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
書
の
序
に
拠
れ
ば
、
北
斉
の
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

制
は
北
魏
の
そ
れ
に
循
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
う
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮

に
入
れ
る
と
、
北
颪
後
期
に
現
れ
る
領
左
右
の
官
は
『
膿
漏
撫
官
氏
志
に
は

載
っ
て
い
な
い
が
、
『
階
書
』
百
官
志
・
中
の
北
斉
の
官
制
中
の
「
領
左
右

局
」
に
、
需
わ
ば
名
残
り
を
留
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

同
じ
考
え
方
に
立
っ
て
と
思
わ
れ
る
が
、
陳
琳
国
氏
は
北
面
の
門
下
省
の
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

左
右
な
ど
六
局
が
既
に
北
魏
時
代
に
存
在
し
た
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の

氏
の
説
は
き
わ
め
て
妥
当
性
が
高
い
が
、
そ
の
論
旨
は
門
下
省
の
重
要
性
に

重
点
が
置
か
れ
、
領
左
右
等
の
局
の
検
討
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

　
『
肩
書
騙
百
官
志
・
中
に
拠
れ
ば
、
留
年
の
門
下
省
に
は
侍
中
・
盃
事
黄

門
侍
郎
各
六
人
の
定
員
が
あ
り
、
そ
の
下
に
領
左
右
・
尚
歯
・
尚
薬
な
ど
六

局
が
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
領
左
右
局
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
領
左
右
局
、
領
左
右
各
々
二
人
、
朱
華
［
遡
内
の
諸
事
を
掌
賭
す
。
宣
伝
以
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下
、
白
衣
・
斎
子
以
上
、
皆
こ
れ
を
生
る
。
左
右
弦
長
四
人
。

右
の
記
事
で
「
領
左
右
各
二
人
」
の
「
各
」
字
は
、
管
見
の
限
り
そ
う
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

用
例
が
見
当
ら
ず
、
術
字
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
あ
ま
り
詳

述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
北
魏
の
領
左
右
は
北
斉
の
そ
れ
に
沿
っ
て
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
就
申
北
斉
の
領
左
右
が
門
下
省
に
属
し
平
館
閣
内
の
諸
事
を

掌
号
し
た
点
は
、
近
衛
軍
と
見
倣
す
べ
き
領
予
選
・
左
右
衛
府
等
が
朱
華
閣

外
茎
・
た
こ
と
と
較
べ
⑱
明
確
に
相
違
し
た
点
と
見
ら
れ
る
・
北
魏
時

代
の
領
左
右
を
こ
う
し
た
線
に
沿
っ
て
見
て
み
る
と
、
時
に
枢
要
な
職
た
り

得
た
こ
と
も
頷
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
う
し
た
領
左
右
の
官
名
を
郵
乾
が
帯
び
た
こ
と
は
、
次
の
二
点
で
注
目

さ
れ
る
。
一
つ
は
既
に
述
べ
た
如
く
鄭
乾
が
こ
の
宕
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
孝

文
帝
の
治
世
期
と
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
領
左
右
に
関
す
る
史
料
で
は

初
出
の
も
の
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
鮮
卑
族
・
漢
人
で
も
な
い
、
内
陸
ア
ジ

ア
都
善
国
の
王
統
に
属
す
る
鄭
乾
が
こ
う
し
た
、
言
わ
ば
禁
近
の
職
に
佳
じ

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
特
に
後
者
の
点
に
つ
い
て
は
、
領
左
右
の

職
が
北
魏
末
の
如
く
枢
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
む
し
ろ
疑
問
で
あ
る
が
、

墓
誌
銘
第
一
五
～
上
皇
ハ
行
目
の
、

　
　
　
將
に
殊
命
を
加
え
ら
れ
、
こ
の
華
緑
を
顯
わ
す
。
高
く
崇
班
に
列
な

　
　
り
、
こ
の
朝
の
属
に
副
う
。
遠
く
金
塊
に
二
び
、
も
っ
て
魏
の
録
を
明

　
　
ら
か
に
せ
ん
と
す
。

と
い
う
記
述
の
最
初
の
部
分
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
記
さ
れ

た
文
言
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
右
の
記
述
の
う
ち
、
後
半
部
分
に

は
鄭
乾
を
遠
く
「
金
塊
」
に
比
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
金

地
扁
と
は
、
前
漢
の
武
帝
の
左
右
に
仕
え
そ
の
硬
骨
ぶ
り
を
愛
さ
れ
た
元
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

奴
休
屠
王
の
太
子
、
詫
帯
金
日
碑
の
こ
と
と
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
表
現
に
は

半
乾
の
領
左
右
就
任
が
大
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

郵
乾
の
領
左
右
就
任
は
漢
武
の
時
の
金
一
疋
の
如
く
、
帝
権
が
比
較
的
安
定

し
て
い
た
孝
文
帝
の
治
枇
に
於
い
て
で
あ
り
、
先
の
宰
輔
を
以
っ
て
こ
れ
を

兼
ね
た
と
雷
わ
れ
る
爾
朱
栄
等
の
場
合
と
は
、
言
わ
ば
そ
の
重
さ
は
同
列
に

論
じ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
鄭
乾
は
そ
の
後
、
既
に
述
べ
た
如
く
、
世
宗
宣
武
帝
の
治
世
に
な
る
と
征

虜
將
軍
・
安
定
内
史
に
転
出
す
る
。
こ
の
領
左
右
・
輔
國
將
軍
・
城
門
校
尉

か
ら
の
転
出
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
領
左
右
を
外
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

「
太
和
後
令
」
に
よ
る
と
城
門
校
尉
が
正
四
品
上
で
あ
る
の
に
対
し
て
上
郡

の
内
史
で
も
正
四
品
下
で
あ
る
の
で
、
栄
転
と
言
う
こ
と
は
ま
つ
出
来
な
い
。

或
い
は
単
に
孝
文
帝
か
ら
宜
武
勲
へ
の
北
魏
天
子
の
代
替
り
に
よ
る
人
事
の

結
果
で
あ
ろ
う
か
、
又
は
故
国
で
あ
る
置
鼓
王
国
と
北
魏
王
朝
と
の
関
係
に

変
化
が
生
じ
そ
の
こ
と
が
遠
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
判
然
と
し
な
い
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
鄭
善
国
最
末
期
の
状
況
が
問
題
と
な
る
が
今
は
こ
の
点

に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
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と
こ
ろ
で
、
郵
乾
が
二
三
侯
を
出
し
た
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
が
こ
の
点

は
、
前
章
で
述
べ
た
如
く
郵
乾
の
生
年
が
献
文
帝
の
皇
興
三
（
四
六
九
）
年

で
、
そ
の
頃
ま
で
父
郡
視
の
生
存
が
推
測
さ
れ
る
の
で
、
一
応
そ
の
後
の
あ

る
晴
期
、
都
視
が
卒
し
た
時
の
こ
と
と
大
ま
か
に
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
齢
乾
は
そ
の
後
、
墓
誌
銘
第
二
～
第
五
行
目
に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
宣

武
帝
治
世
の
第
一
四
年
目
の
永
平
五
（
五
＝
～
）
年
正
月
四
日
に
麗
じ
、
同

年
改
め
延
長
元
年
の
八
月
二
六
日
に
芒
山
に
葬
ら
れ
た
。
宿
白
「
北
魏
洛
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

城
和
北
邨
陵
墓
」
及
び
そ
の
付
図
に
拠
れ
ば
、
郷
卸
量
は
綴
河
以
東
の
、

「
四
姓
帝
族
」
・
「
勲
旧
八
達
」
・
内
入
の
「
余
部
諸
姓
」
．
重
要
賢
臣
等
の
墓

が
分
布
す
る
地
域
の
最
外
縁
部
に
営
ま
れ
た
。

　
①
孝
文
帝
の
洛
腸
遷
都
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
岡
崎
文
夫
凹
魏
翌
日
南
北
絹
通
史
』
、

　
　
弘
文
堂
、
一
九
王
工
年
、
三
六
｛
～
三
七
皿
頁
に
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
②
松
田
雪
男
・
森
鹿
三
編
凹
ア
ジ
ア
歴
史
地
図
』
、
平
凡
社
、
一
九
六
六
年
、
六

　
　
四
頁
、
門
早
瀬
の
洛
陽
％

　
③
森
鹿
三
「
北
魏
洛
陽
城
の
規
模
に
つ
い
て
」
一
九
五
二
年
、
『
東
洋
学
研
究
．

　
　
歴
史
地
理
編
』
（
東
洋
史
研
究
会
、
　
九
七
〇
年
）
所
収
、
二
四
七
～
二
五
二
頁
。

　
④
宮
崎
布
定
氏
が
掲
げ
ら
れ
た
『
魏
書
』
巻
九
・
粛
宗
紀
．
煕
平
二
年
八
月
己
亥

　
　
条
の

　
　
　
　
　
詔
庶
族
子
弟
、
年
未
十
五
、
不
聴
入
仕
。

　
　
と
い
う
記
頚
（
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
四
〇
二
頁
）
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
よ
う

　
　
に
、
北
魏
の
諺
語
年
令
は
比
較
的
低
い
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
赫
連
悦
は

　
　
　
一
八
歳
で
起
翻
し
て
お
り
（
文
物
組
版
占
卜
『
中
国
金
石
集
葦
』
第
八
巻
．
六
朝

　
　
墓
誌
、
一
九
九
四
年
、
七
七
）
、
ま
た
趙
超
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
再
編
』
を
ざ
つ

　
と
見
て
も
、
王
昌
・
元
誇
な
ど
各
々
～
三
歳
・
一
二
歳
で
趨
家
し
て
い
る
（
同
書
、

　
八
四
・
二
七
三
頁
）
。

⑤
宮
崎
市
定
三
九
晶
官
人
法
の
研
究
』
、
四
五
二
～
四
五
三
頁
。

⑥
『
席
書
』
巻
＝
三
・
官
氏
志
参
照
。
宮
崎
氏
の
「
前
集
」
．
「
中
島
」
．
’
「
後

　
令
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
三
九
〇
～
三
九
六
頁
参
照
。

⑦
既
に
浜
口
重
国
氏
が
指
摘
さ
れ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
前
節
の
注
⑳
で
掲
げ
た

　
「
高
斉
繊
自
考
」
の
同
欄
所
）
、
『
元
和
郡
県
書
志
』
巻
三
九
の
郡
鋼
条
に
は
螂
善

　
鎮
に
関
し
て
、

　
　
　
　
後
魏
以
江
平
郡
爲
郡
善
鎮
。
孝
昌
二
年
、
改
鎮
立
郡
州
。

　
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
氏
は
こ
の
記
事
に
よ
り
、
鄭
善
鎮
が
鄭
善
に
置
か
れ
た
と

　
す
る
と
す
る
前
説
を
改
め
、
都
豊
島
は
最
初
か
ら
西
平
郡
に
置
か
れ
た
と
さ
れ
た

　
の
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
記
事
は
孝
昌
二
（
五
二
六
）
年
以
前
の
あ
る
時
期
、
恐

ら
く
孝
文
帝
澄
世
の
前
後
に
、
郵
善
鎮
が
郷
善
国
の
地
よ
り
言
わ
ば
ツ
・
イ
ダ
ム

　
日
ル
ー
ト
の
東
端
の
亜
平
郡
に
移
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
、
凡
て
い
る
。

　
な
お
鵬
承
鉤
氏
は
私
同
様
、
韓
抜
以
後
に
都
善
鎮
が
都
善
国
に
置
か
れ
た
と
考
え

　
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
（
「
郷
善
事
輯
レ
一
七
頁
、
注
二
五
）
、
右
の
記
事
に
は
気

　
付
か
れ
な
か
っ
た
。
鄭
善
鎮
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

⑧
宮
崎
市
定
『
九
贔
官
人
法
の
研
究
㎞
、
三
九
四
～
三
九
六
頁
。

⑨
内
田
吟
風
「
北
魏
封
邑
制
度
考
」
、
一
二
五
頁
。

⑩
凹
魏
書
隔
止
痛
下
・
高
祖
紀
下
の
蓼
藍
一
八
年
＝
万
導
爆
条
。

　
　
　
　
己
酉
、
言
掛
公
侯
伯
子
蓋
開
国
記
昆
者
、
王
難
半
、
公
三
分
全
一
、
侯
伯

　
　
　
四
分
食
一
、
子
男
五
分
食
一
。

　
宮
崎
市
定
凹
九
品
官
人
法
の
研
究
』
、
四
四
七
頁
を
参
照
。

⑪
　
　
『
魏
書
』
安
定
王
休
伝
に
は
、

　
　
　
及
開
建
五
等
、
食
邑
二
千
戸
。
車
駕
南
伐
、
領
大
司
馬
。

　
と
あ
り
、
五
等
を
開
園
し
た
蒔
期
が
車
駕
南
伐
（
太
和
皿
七
年
～
）
．
大
司
馬
就

　
任
（
同
一
六
年
一
〇
月
曜
亥
l
l
l
高
祖
紀
下
に
拠
る
）
の
時
期
よ
り
前
に
記
さ
れ
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て
い
て
、
宮
騎
氏
が
開
建
の
史
料
と
さ
れ
た
注
⑩
の
黒
和
一
八
年
＝
一
月
以
前
に

　
「
開
建
」
が
行
な
わ
れ
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
内
田
吟
風
氏
は
、
そ
れ
を
太
和
一

　
六
年
に
行
な
わ
れ
た
実
封
と
追
惜
を
区
別
し
た
封
碍
制
度
整
備
の
こ
と
と
さ
れ
て

　
い
る
（
「
北
魏
封
邑
制
度
考
漏
一
二
五
頁
）
。

⑫
陸
増
祥
撰
『
八
褒
室
金
石
補
正
』
第
＝
黒
巻
、
龍
門
山
薬
象
九
十
八
段
太
中
大

　
円
安
｛
日
工
↓
一
兀
隻
顯
一
瞥
。

⑬
浜
口
重
国
「
正
光
四
五
年
の
交
に
於
け
る
後
魏
の
兵
制
に
就
い
て
扁
、
九
六
頁
。

⑭
紀
胸
等
撰
『
欽
定
歴
代
職
官
表
輪
、
巻
四
三
領
侍
衛
内
大
嵐
、
北
魏
の
条
。
領

　
左
右
の
職
の
重
さ
を
指
摘
し
、
清
朝
の
領
侍
比
内
大
臣
に
比
し
て
い
る
。
標
点
本

　
凹
凹
斉
書
置
（
中
華
害
局
、
一
九
七
二
年
）
の
校
勘
記
は
、
二
軍
末
に
領
左
右
に

　
任
じ
ら
れ
た
人
物
の
名
数
人
を
掲
げ
そ
の
一
部
に
若
干
の
検
討
を
加
え
て
い
る
が

　
（
巻
三
・
文
嚢
帝
紀
の
校
勘
記
ワ
こ
）
、
そ
こ
で
は
領
左
右
を
胡
三
省
の
説
と
軌

　
を
～
に
す
る
、
呂
調
の
領
軍
出
軍
下
の
領
左
右
府
（
陶
窯
牛
備
身
の
官
が
設
け
ら

　
れ
て
い
る
）
に
関
連
づ
け
捉
え
て
い
る
様
で
あ
る
。

⑮
標
点
本
州
魏
書
』
の
該
当
個
所
（
　
一
〇
〇
＝
一
百
ハ
）
は
「
領
左
右
、
直
長
」
と
、

　
あ
た
か
も
二
つ
の
官
名
の
如
く
解
し
て
い
る
。

⑯
馴
附
書
』
巻
二
七
・
百
官
志
中
の
序
文
。

⑰
陳
琳
国
剛
魏
晋
南
北
朝
政
治
制
度
研
究
』
（
文
豪
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
、
一

　
一
一
一
～
～
二
二
頁
。

⑱
標
点
本
凹
附
書
』
（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
百
窟
志
中
の
本
文
及
び
校
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
記
ワ
篇
（
七
五
三
、
七
七
二
頁
）
は
、
原
文
「
朱
華
関
扁
を
「
朱
華
閣
」
に
改

　
め
て
お
り
、
こ
れ
に
拠
る
。

⑲
魍
欽
定
歴
代
職
官
表
』
は
、
二
二
末
期
の
「
領
左
右
漏
と
北
斉
の
「
領
左
右

　
局
」
の
「
領
左
右
」
を
、
各
々
巻
四
三
と
巻
三
七
の
別
処
で
別
の
官
職
と
し
て
取

　
り
扱
っ
て
い
る
が
、
索
引
を
付
し
た
上
海
古
籍
出
版
本
（
一
九
八
九
年
）
は
、
そ

　
の
索
引
で
後
者
に
関
し
て
「
領
左
局
」
と
「
領
右
局
」
の
二
項
目
を
立
て
て
い
る

　
（
「
索
引
」
三
一
四
頁
）
。

⑳
『
階
書
』
百
官
志
・
中
に
、

　
　
　
領
軍
府
、
將
軍
一
入
、
掌
禁
衛
宮
腋
。
龍
華
閣
外
、
凡
禁
衛
官
、
砦
主
之
。

　
　
　
（
中
略
）
又
領
左
右
衛
・
雲
離
右
転
府
。

　
と
あ
る
。

⑳
四
漢
書
』
巻
六
八
・
金
日
琿
伝
に
、

　
　
　
　
初
武
帝
遺
詔
、
以
討
葬
何
羅
功
、
封
日
琿
爲
穐
侯
。
日
並
以
帝
少
不
受
封
。

　
　
　
輔
政
歳
余
病
困
。
大
量
軍
（
霧
）
光
差
黒
日
琿
、
堅
雪
印
綬
。

　
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑫
　
例
え
ば
昌
泰
元
年
に
授
け
ら
れ
た
官
職
は
、
「
使
持
節
・
侍
中
・
都
督
中
外
諸

　
軍
事
・
大
耳
軍
・
尚
書
令
・
領
辛
辛
軍
・
領
左
右
」
で
あ
り
、
同
時
に
太
原
王
に

　
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
『
魏
書
』
巻
一
〇
・
孝
荘
紀
・
武
泰
元
年
四
月
戊
戌
の
条
）
。

㊧
　
　
『
貴
書
』
官
氏
志
参
照
。

⑳
　
　
『
文
物
』
　
～
九
七
八
年
第
七
期
、
四
六
～
四
九
頁
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
さ
て
主
と
し
て
都
島
墓
誌
銘
を
通
し
て
見
た
、
都
寵
乃
ち
比
龍
、
都
視
乃

ち
真
達
、
そ
し
て
都
乾
へ
と
続
く
内
陸
ア
ジ
ア
の
都
善
国
後
期
の
王
系
三
代

の
時
代
は
、
北
魏
王
朝
の
時
期
で
言
え
ば
隆
盛
期
か
ら
極
盛
期
を
経
、
漸
く

峠
を
越
し
た
頃
に
当
た
り
、
そ
の
間
に
は
孝
文
帝
に
よ
る
洛
陽
遷
都
や
胡

“
姓
”
の
三
遍
へ
の
変
更
、
さ
ら
に
所
謂
姓
族
選
定
が
行
な
わ
れ
る
等
、
北

魏
王
朝
が
漢
化
政
策
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
時
期
を
含
ん
で
い
る
。
本

墓
誌
銘
の
主
た
る
都
乾
が
活
動
し
た
の
は
正
に
こ
の
時
期
と
書
え
る
が
、
こ

う
し
た
状
勢
下
で
、
都
乾
或
い
は
そ
の
～
族
も
そ
の
外
に
居
る
こ
と
は
出
来
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な
か
っ
た
筈
で
、
都
寵
と
比
龍
、
鄭
視
と
真
達
と
い
う
風
に
墓
誌
銘
と
『
魏

書
』
等
の
史
書
で
“
姓
名
”
の
表
記
が
違
う
の
は
、
こ
う
し
た
変
化
の
影
響

を
何
ほ
ど
か
受
け
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
降
伏
帰
化
さ
せ
ら
れ
た
心
志
王
を
父
に
持
ち
、
自
ら
は
領
左

右
と
い
う
禁
書
の
職
に
任
じ
ら
れ
た
煮
乾
、
或
い
は
そ
の
一
族
が
、
こ
う
し

た
北
魏
社
会
に
雪
わ
ば
ど
の
程
度
関
わ
っ
た
と
誘
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
こ
と
を
別
な
面
か
ら
窺
わ
せ
る
史
料
が
、
趙
万
里
騨
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

釈
』
に
「
車
夫
大
都
月
光
專
誌
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
趙
氏
に
拠
れ

ば
こ
の
墓
銘
は
、
「
高
四
五
・
八
厘
米
、
広
二
三
厘
米
」
の
も
の
で
洛
陽
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

土
と
雷
う
が
、
具
体
的
な
出
土
地
点
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
全
文
は
左
の

如
く
比
較
的
短
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
大
地
正
始
二
年
歳
次
乙
顧

　
　
十
一
月
戊
辰
朔
廿
七
日
甲

　
　
午
前
部
王
輔
車
伯
生
息

　
　
妻
達
月
光
墓
銘

こ
の
墓
銘
の
主
で
あ
る
都
月
光
は
、
趙
氏
が
推
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
姓

か
ら
判
断
し
て
鄭
善
国
の
衛
と
見
て
ま
つ
間
違
い
な
い
。
ま
た
こ
こ
に
記
さ

れ
た
月
光
の
夫
の
父
で
あ
る
車
伯
生
は
、
留
書
が
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
『
魏

書
駈
巻
三
〇
車
立
幽
遠
に
出
て
い
る
、
元
の
率
師
前
部
（
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地

域
）
王
で
後
に
北
魏
に
帰
化
し
た
車
伊
洛
の
孫
車
伯
主
と
同
一
人
物
で
あ
ろ

③う
。
同
伝
に
拠
れ
ば
車
伊
洛
の
子
で
伯
主
の
父
で
あ
る
歌
は
、
延
興
三
（
四

七
三
）
年
に
卒
し
て
い
て
、
先
に
述
べ
た
都
乾
の
父
郵
視
と
ほ
ぼ
同
世
代
の

人
物
と
見
ら
れ
る
。
鄭
月
光
は
伯
生
（
1
1
伯
主
）
の
息
の
妻
な
の
で
、
上
の

事
実
は
月
光
が
鄭
乾
（
四
六
九
～
五
一
二
年
）
の
一
世
代
下
か
、
或
い
は
卒

年
が
正
始
二
（
五
〇
五
）
年
な
の
で
同
世
代
位
の
人
物
か
と
思
わ
れ
、
彼
等

が
共
に
洛
陽
に
居
た
極
め
て
近
親
の
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
都
月
光
が
、
同
じ
く
内
陸
ア
ジ
ア
の
小
王
国
葺
師
前
部
か
ら
帰
化

し
た
王
孫
車
伯
生
の
息
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
は
、
雷
乾
等
の
鄭

氏
一
族
が
、
主
と
し
て
漢
化
し
た
北
族
と
漢
人
と
か
ら
成
る
、
書
わ
ば
膨
化

に
傾
い
た
北
魏
上
層
社
会
に
あ
っ
て
、
そ
の
中
央
に
居
た
と
言
う
よ
り
ど
ち

ら
か
と
雷
う
と
あ
く
ま
で
周
縁
部
に
居
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た

都
乾
墓
の
位
置
の
あ
り
方
と
も
符
合
す
る
。

　
以
上
、
鄭
乾
墓
誌
銘
の
検
討
を
通
し
て
小
稿
で
は
都
善
王
国
後
期
の
状
勢

と
同
国
の
王
族
三
代
が
如
何
に
北
魏
王
朝
と
関
わ
っ
て
行
っ
た
か
等
に
就
い

て
見
て
き
た
が
、
ひ
る
が
え
っ
て
降
伏
帰
化
し
た
都
乾
一
族
が
生
き
た
北
魏

社
会
を
考
え
て
み
る
に
、
そ
の
社
会
は
単
に
北
族
と
漢
人
の
社
会
と
い
う
よ

り
は
も
っ
と
重
層
的
な
多
民
族
社
会
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
う
し
た
点
の

検
討
が
こ
れ
ま
で
や
や
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

こ
う
し
た
北
魏
社
会
の
言
わ
ば
多
蕃
族
性
に
つ
い
て
は
、
出
土
石
刻
史
料
な
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ど
も
利
用
し
つ
つ
よ
り
多
面
的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
①
趙
万
黒
四
集
釈
』
巻
コ
、
車
夫
人
鄭
月
光
垂
下
の
条
。

　
②
同
右
、
車
夫
入
鄭
月
光
專
誌
条
。

　
③
『
魏
書
』
巻
三
〇
・
車
伊
洛
伝
に
、

　
　
（
子
）
歌
襲
爵
。
皇
興
末
、

　
　
年
卒
。
二
二
主
襲
爵
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

拝
使
持
節
・
平
起
將
軍
・
豫
州
刺
史
。
延
興
元

（
北
海
道
教
育
大
学
旭
勘
校
助
教
授
　

都乾墓誌銘について（山本）
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